
令和 8年度 救急の日週間行事 

 市民のための救急蘇生法・AED（自動体外式除細動器）講習会 開催要項 

 

■概要 

○趣旨：いつ起こるか分からない心停止に備え、AEDの使用方法と確かな救命技 

術を習得する 

○日時：令和 8年 9月 9日（水）18:15 ～ ３時間程度 （受付開始 17:45） 

○会場：郡山市医療介護病院 3階 大会議室（郡山市字上亀田１番地の１） 

○参加費：無料  

※ただし、テキスト（救急蘇生法の指針 2025）購入代 550円をいただきます。 

 

■趣旨 

○背景と重要性 

・  突然の心停止は、いつ、どこで、誰に起こるか予測ができません。 

・ 救急車が現場に到着するまでの数分間が命の分かれ目となります。 

・ その場に居合わせた市民が、迅速かつ適切に一次救命処置（胸骨圧迫およ

び AEDの使用）を行うことが、救命率の向上に極めて重要です。 

○開催の経緯 

・  9月 9日の「救急の日」に合わせ、地域医療を支える「郡山医師会」が主催 

となり「福島県医師会」が共催として開催します。 

・ 地元の報道機関 2社（福島民友新聞社・福島民報社）の後援の協力を得て、

地域一体となって実施する講習会です。 

○目的 

・  一人でも多くの方に「命を救う勇気」を持って胸骨圧迫を行ってもらうことを目 

指します。 

・ いざという緊急の事態に直面した際、迷わず AEDを使用できる「確かな知識」 

と「実践的な技術」を習得してもらうことを目的とします。 

 

■募集・対象 

○対象者：郡山市内に在住又は在勤・在学の方 

○定員：30名（先着順・事前申込制） ※実技は全 8班に分かれて実施 

○募集期間：令和 8年 7月 29日（水）～ 8月 28日（金） 

 

■講師・運営 

○講師：篠原 一彰 先生（太田西ノ内病院 救急医学専門医・指導医） 

○主催：一般社団法人 郡山医師会 

○共催：一般社団法人 福島県医師会 

○後援：福島民友新聞社 / 福島民報社 

裏面あり 



■タイムスケジュール（計 180分程度） 予定 

○18:15～18:25：開会・オリエンテーション（主催者挨拶・流れ説明/10分） 

○18:25～18:55：お話「AEDを用いた救急蘇生法について」 

         （講師：篠原先生 / 30分） 

○18:55～19：00：８班編成(1班 4人程度) と休憩/ ５分 

○19:00～21:00：実技：胸骨圧迫と AEDの操作（各班での個人練習/ 120分） 

シナリオ訓練（各班での実践シミュレーション） 

※休憩を入れながら実施 

○21:00～21:15：質疑応答・閉会（修了証書の交付 / 15分） 

   

※習得状況を見ながら実施するため早めに終わる場合もあります。 

 

■持ち物 

○受講者：動きやすい服装（スカート不可）、飲み物、筆記用具 

○主催者側：訓練用人形、デモ用 AED、受講者用資料等 

 

■特記事項 

○修了証：全課程を修了した受講者へ、当日閉会時に「修了証書」を交付 

○個人情報：本講習会の運営、受講管理、修了証書発行以外には使用しません 

 

■申し込み・問い合わせ先 

○WEB：郡山医師会ホームページ特設フォーム / QR コード 

○事務局：一般社団法人 郡山医師会 事務局 （郡山市朝日二丁目１５－１） 

・TEL：０２４-９２２-８０８７ 

・FAX：０２４-９３３-３８２２ 

 


